
－

上
下
水
道
局－

問

既
に
上
下
水
道
局
庁
舎
建

設
設
計
費
等
を
議
会
で
議
決
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長

尾
市
長
は
庁
舎
建
設
の
中
止
を

決
断
し
、
ま
た
現
水
道
庁
舎
用

地
を
売
却
す
る
見
直
し
案
を
実

行
す
る
と
仄
聞
し
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
捻
出
し
た
財
源
は
市

民
に
還
元
す
る
意
味
か
ら
上
下

水
道
料
金
の
軽
減
に
充
当
さ
れ

る
の
か
。
奇
し
く
も
最
近
、
吹

田
市
で
は
水
道
料
金
を
値
下
げ

さ
れ
た
が
、
市
長
任
期
中
に
料

金
の
値
下
げ
を
さ
れ
る
の
か
。

上
下
水
道
局
長

効
率
的
な
事

業
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、

的
確
に
財
政
状
況
を
把
握
す
る

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

－

司
馬
遼
太
郎
記
念
館－

問

司
馬
遼
太
郎
記
念
館
に
関

し
当
初
の
懸
案
で
あ
っ
た
大
型

バ
ス
の
一
時
降
車
場
は
整
備
さ

れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
充
実
し

た
も
の
に
す
る
た
め
、
当
記
念

館
入
口
西
側
に
あ
る
朝
日
新
聞

東
大
阪
支
所
を
本
市
が
買
収
し
、

当
記
念
館
を
「
東
大
阪
市
の
シ

ン
ボ
ル
」
と
し
て
整
備
す
る
方

針
を
打
ち
出
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
上
で
観
光
都
市
東
大
阪
を

全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
、
多
く
の
人
々

に
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

他
の
文
化
施
設
と
合
わ
せ
整
備

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

用
地
買
収
は
現
時
点
で

厳
し
い
が
、
観
光
都
市
東
大
阪

と
し
て
当
記
念
館
を
文
化
の
シ

ン
ボ
ル
的
施
設
と
位
置
づ
け
、

そ
の
他
文
化
施
設
の
整
備
を
図

り
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

－

職
員
の
規
範
意
識－

問

本
市
で
は
消
防
局
職
員
に

よ
る
恐
喝
未
遂
事
件
、
懲
戒
免

職
さ
れ
た
市
民
生
活
部
職
員
の

服
務
規
律
違
反
行
為
、
停
職
六

カ
月
の
処
分
を
さ
れ
た
環
境
部

職
員
の
酒
気
帯
び
運
転
に
よ
る

人
身
事
故
等
公
務
員
の
法
令
遵

守
か
ら
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

事
件
が
相
次
い
で
い
る
。
職
員

の
法
令
遵
守
の
指
導
、
研
修
の

強
化
は
当
然
必
要
で
あ
る
が
、

本
市
に
は
今
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
酒
気
帯
び
運
転
に
対
す

る
規
則
、
規
定
は
あ
る
の
か
。

行
政
管
理
部
長

処
分
基
準
は

年
度
内
に
策
定
し
て
い
き
た
い
。

本 会 議

の

質問から

司馬遼太郎記念館の周辺整備を進め、

東大阪市のシンボルとして全国にＰＲ

していきます。（司馬遼太郎記念館周

辺）

－

条
例
の
公
布－

問

第
三
回
定
例
会
で
議
決
し

た
職
員
給
与
条
例
等
、
特
勤
手

当
の
支
給
を
廃
止
す
る
三
条
例

の
公
布
を
し
て
い
な
い
が
、
地

方
自
治
法
十
六
条
二
項
で
は
、

市
長
は
議
会
か
ら
条
例
の
送
付

を
受
け
た
場
合
、
再
議
、
そ
の

他
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
な

い
と
き
は
、
二
十
日
以
内
に
公

布
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規

定
さ
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
公
布

し
な
か
っ
た
の
か
。

市
長

法
律
的
に
も
疑
義
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
法
百

七
十
六
条
四
項
に
よ
る
再
議
の

可
能
性
を
踏
ま
え
て
公
布
し
な

か
っ
た
。

－

一
般
職
非
常
勤
職
員
問
題－

問

第
三
回
定
例
会
で
は
、
一

般
職
非
常
勤
職
員
問
題
に
つ
い

て
は
、
凍
結
解
除
も
あ
わ
せ
て

検
討
す
る
が
、
十
九
年
度
予
算

に
反
映
す
る
と
な
れ
ば
十
二
月

に
執
行
体
制
を
示
す
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
何
ら
明
ら
か
に

し
て
い
な
い
。
十
九
年
度
の
執

行
体
制
を
ど
う
考
え
る
か
。

行
政
管
理
部
長

具
体
的
に
提

示
す
る
に
は
至
ら
ず
申
し
わ
け

な
い
。
早
急
に
一
般
職
非
常
勤

職
員
や
非
常
勤
嘱
託
等
必
要
数

を
精
査
し
、
十
九
年
度
の
執
行

体
制
の
全
体
像
を
提
示
す
る
。

－

包
括
外
部
監
査－

問

包
括
外
部
監
査
報
告
書
で

は
補
助
金
の
抜
本
的
改
革
の
必

要
性
を
説
い
て
い
る
が
、
税
金

で
あ
る
補
助
金
の
む
だ
遣
い
は

す
る
な
と
い
う
市
長
の
市
政
改

革
と
は
矛
盾
し
な
い
か
。

理
事

補
助
金
等
見
直
し
の
措

置
状
況
を
把
握
し
、
公
益
性
、

透
明
性
等
の
視
点
で
財
源
不
足

を
補
う
手
法
と
し
て
、
税
金
を

む
だ
遣
い
す
る
な
と
の
声
に
こ

た
え
る
よ
う
見
直
し
て
い
く
。

こ
の
ほ
か
代
表
質
問
の
主
な

項
目
は
、
教
育
再
生
と
い
じ
め

問
題
、
市
長
の
専
決
処
分
、
職

員
の
病
気
休
暇
、
時
間
年
次
有

給
休
暇
制
度
、
雨
水
対
策
等
。

混乱と停滞が続く東大阪市政。打開策

は施策の選択と決断が必要不可欠です。

市民の願いを市政に反映させるよう取

り組みます。（東大阪市総合庁舎）

市
議
会
自
民
党
ク
ラ
ブ

代
表
質
問

天
野

�
夫

自
民
党
市
政
刷
新
ク
ラ
ブ

代
表
質
問

冨
山

勝
成

個
人
質
問

佐
野

寛

長
尾
市
長
、
就
任
後
ま
た
も
や
法
律
違
反
�

人
事
施
策
に
お
け
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
早
急
に
示
せ

議
会
の
議
決
を
覆
し
た
長
尾
市
長
の
政
治
判
断
を
問
う

司
馬
遼
太
郎
記
念
館
を
「
東
大
阪
市
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
位
置
づ
け
周
辺
整
備
を
急
げ
�
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